
 
泉
北
教
組
は
、
中
学
校
統
一

テ
ス
ト
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
）

に
つ
い
て
、
和
泉
市
教
委
事
務

局
と
交
渉
を
行
い
、
左
記
の
回

答
を
得
ま
し
た
。

同
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
地
教
委
が
「
無
い
ほ
う
が

よ
い
が
、
参
加
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
」
と
の
態
度
を
と
る
中
で
、

和
泉
市
教
委
は
同
テ
ス
ト
を

「
必
要
と
考
え
て
い
る
。
」
と
回

答
し
て
い
る
の
が
、
大
き
な
特

徴
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
学
校
の
実
態
を
示
し
て
、

態
度
変
更
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

交
渉
の
中
で
「
統
一
ル
ー
ル

は
学
校
に
強
制
で
き
な
い
。
」

と
の
前
回
回
答
に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
１
．

２
年
生
の
評
定
が
同
テ
ス
ト
の

「
統
一
ル
ー
ル
」
に
よ
り
変
更

さ
せ
ら
れ
た
場
合
に
、
府
教
委

と
の
協
議
の
対
象
と
な
る
事
例

に
つ
い
て
は
、
体
調
不
良
に
限

定
せ
ず
、
「
総
合
的
に
判
断
す

る
。
」
と
の
回
答
を
新
た
に
得

ま
し
た
。

大
阪
府
は
、
自
転
車
の
利
用

に
係
る
交
通
事
故
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
を
図
る
た
め
、

「
大
阪
府
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」
（
施
行
は
７
月
１
日
）
を

制
定
し
ま
し
た
。

〈
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
自
転
車
利
用
者
は
、
自
転
車

損
害
賠
償
保
険
等
の
加
入
を
義

務
化
す
る
。

＊
大
阪
府
の
区
域
及
び
他
の
地

方
公
共
団
体
（
兵
庫
県
は
す
で

に
条
例
化
。
滋
賀
県
は
こ
の
秋

か
ら
）
で
自
転
車
を
利
用
す
る

場
合

②
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動

を
通
じ
て
、
安
全
で
適
正
な
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動
を

自
主
的
か
つ
積
極
的
に
行
う
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）
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生活改善につながる賃上げ求める

府労組連夏期闘争集会
５月２０日(月)16:30～
教育塔前（集会後デモ行進）

「戦争法」発動反対。子どもたちや自衛隊員を戦場に送るな。

チャレンジテストについての和泉市教委回答
（２０１６年５月２６日交渉）

（１）文書申入に対して

（申入１）貴教育委員会として、大阪府チャレンジテ

ストに参加せず、各中学校に内申書の評定を委ねるこ

と。

（回答１）チャレンジテストは必要と考えているので

参加する。調査書の評定は学校がつけるものであるが、

大阪府公立高校入試統一ルールがあるので、それにし

たがってお願いする。

（申入２）大阪府教育委員会に対して、大阪府チャレ

ンジテストを中止し、撤回･廃止するよう求めること。

（回答２）チャレンジテストを中止することを求める

ことは考えていない。

（申入３）大阪府教育委員会に対して、この間の公立

高等学校等の入試変更の抜本的見直しを求めること。

（回答３）さまざまな意見があることは伝えていく。

（２）交渉での回答

①統一ルールについて

「統一ルールはお願いするものであり、学校に強制す

ることはできない」

②府教委（府教育庁）との協議について

「府教委がいう『いかんともしがたい理由』とは、体

調不良だけでない。協議が必要かどうかは総合的に判

断する。」


